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TBSとNTTグループがHDTVライブ映像の共同伝送実験「HD-WAVE」を実施
── 幕張と横須賀を結び、「Inter BEE'99」会場にてライブ映像を中継 ──

 
 
 株式会社東京放送（以下TBS、東京都港区、代表取締役社⻑︓砂原幸雄）、⽇本
電信電話株式会社（以下NTT、東京都千代⽥区、代表取締役社⻑︓宮津純⼀郎）、
東⽇本電信電話株式会社（以下NTT東⽇本、東京都新宿区、代表取締役社⻑︓井上
秀⼀）、ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社（以下NTT Com、東京都千代⽥区、
代表取締役社⻑︓鈴⽊正誠）の４社は、本年11⽉17⽇（⽔）〜19⽇（⾦）の３⽇
間、幕張メッセ（千葉県千葉市）にて開催される「Inter BEE'99（国際放送機器展）
*1」会場において、HDTVの公開伝送実験「HD-WAVE」を実施します。
 
 これは、世界に先駆けHDTV番組制作の基礎となる光／無線デジタル中継システ
ムの技術検証を⾏うものです。
 
 期間中は、展⽰会場内（幕張メッセ）と映像発信地点（NTT横須賀研究開発セン
タ）との間を、NTTグループの光伝送サービス『ATMメガリンク*2 』と、TBSの無
線システム『OFDM*3デジタルFPU （Field pick-up Unit︓地上無線中継装置 ）』の
２系統でパラレルに結び、MPEG-2圧縮したHDTV映像の伝送実験を⾏います。
 
 
１．⽬的
  
 ⾼品質なHDTV映像コンテンツを技術的な制約や混乱なく制作し、確実に視聴
者のもとにお届けしていくために、HDTV映像に最適化したデジタル放送技術や
機器の開発、通信事業者による⾼品質、⼤容量のデジタルHDTV映像コンテンツ
中継配信⽤インフラの開発、整備が急務となっています。
 
 今回の実験は、TBS、NTT、NTT東⽇本、NTT Comの４社が、各々の事業分野
で培った技術とノウハウを集結させ、HDTV映像伝送技術の総合的な実⽤検証を
⾏うことを⽬的としています。

 



 
２．実施内容
  
 NTT横須賀研究開発センタ（横須賀市）と「Inter BEE'99」会場である幕張メッ
セを、ATMメガリンクとOFDMデジタルFPUで結び、NTTが開発した世界最⼩、
最軽量のポータブルHDエンコーダを使⽤してHDTV映像を会場内の複数モニター
に実況中継します。
 
 具体的には、ATMメガリンクとOFDMデジタルFPUによる「伝送折り返し*4実
験」、ATMメガリンクによる「双⽅向通信実験」及び「マルチキャスト*5実験」
を、実際の番組放送と同様の中継スタイルを通じて実施します。
 
 なお、本実験における各社の作業分担は、TBSがHDTV番組制作及びOFDMデジ
タルFPU装置の実証、NTTがポータブルHDエンコーダの各種中継システムとの接
続性の実証、NTT東⽇本とNTT ComがATMメガリンクによるデジタルHD映像伝
送の技術評価及びネットワークサービスとしてマルチキャスト機能を試験提供し
た場合の技術評価を担当します。

 
 
３．実験の技術的ポイント
  
（１）世界最⼩、最軽量のポータブルHDエンコーダ
  
 「HD-WAVE」で使⽤するエンコーダは、試作段階ながら、NTTが独⾃に開発
したMPEG-2ビデオエンコーダ⽤LSI「Super ENC」を９個並列連結したもの
で、世界最⼩サイズ（従来体積⽐約1/2〜1/4）を実現しています。また、低消費
電⼒（従来品⽐約1/2）なのでDC12V電源動作が可能となり、機動⼒が要求され
る屋外中継での使⽤が可能となりました。
 
 本エンコーダは複数のLSIチップが分担して画像処理を⾏いますが、新開発の
「マルチチップ間最適符号量配分制御法」により、⾼画質・⾼圧縮効率のエン
コードを実現しました。

 
 
（２）安定した映像・⾳声伝送を可能にするOFDMデジタルFPU装置
  
 アナログFM⽅式に⽐べ電波の変動や障害に強く、安定した映像・⾳声の無線
伝送を実現するのがTBSが開発したOFDMデジタルFPU装置です。
 
 本装置を利⽤することにより、例えばマラソン中継など建造物による電波障
害が起きやすい移動中継でも、コース沿いの受信点の数を従来より減らしなが
ら乱れのない映像が得られるなど、⾼品質なHDTVコンテンツの制作が可能と
なります。

 



 
（３）ATMメガリンクを利⽤したデジタルHD映像伝送とマルチキャスト映像分配
  
 本実験のインフラ⾯での基盤になるのが、⾼速・広帯域なNTTグループの光
伝送サービス『ATMメガリンク』です。NTT横須賀研究開発センタで撮影され
た映像をMPEG-2 HDTVエンコーダによりデジタル化し、ATMメガリンクで
NTT幕張ビルへ伝送します。
 
 そこでATM-SLT(ATM Subscriber Line Terminal)というノード装置*6でセルコピ
ーした後マルチキャストでデコーダ等の機器に分配して映像信号に戻します。
こうして、幕張メッセ内の複数のモニターに表⽰します。

 
 
４．今後の予定
  
 Inter BEE'99での実験後も、引き続きフィールド実験を⾏っていきます。

 
 
 
＜⽤語解説＞
 
*１︓Inter BEE
 
 主催は社団法⼈⽇本電⼦機械⼯業会。国内最⼤の放送機材関連の展⽰会。主な出
展者は放送機器メーカ、プロ⽤⾳響機器メーカなど。
 
 
*2︓ATMメガリンク
 
 従来の伝送⽅式（同期式）とは異なるATM伝送⽅式（⾮同期式）を採⽤したNTT
グループの通信サービス。⾳声、映像などのさまざまな情報を「セル」と呼ばれる
53Byteのブロックに分割して転送することにより、⾼速・広帯域の通信ニーズに対
応することが可能。
 
 
*3︓OFDM (Orthogonal Frequency Division Multiplexing)
 
 移動伝送に強く、周波数の有効利⽤が可能なデジタル変調⽅式の無線伝送技術。
建物等の反射によるゴースト妨害や電波の変動がある場合でも、アナログFM⽅式に
⽐べ安定した伝送が可能。
 
 
*4︓伝送折り返し
 
 送信側から送られてきた情報を受信側でそのまま送信側に送り出すこと。今回の



実験では、横須賀から幕張はOFDMデジタルFPUで送り、幕張から横須賀は、ATM
メガリンクで折り返す。
 
 
*5︓マルチキャスト
 
 １対多の形式での通信技術。複数の受信者に同⼀の情報を送信する場合、途中ま
で同経路ならそこまでは１つの情報を送り、分岐点で複製をつくって伝送すること
により、ネットワーク負荷や伝送コストの低減が図れる。
 
 
*6︓ノード装置
 
 ネットワーク内で、ネットワークを管理する機能、交換する機能、伝送する機能
を持つ装置のことをいう。ATM-SLTはATMネットワークのアクセス系に設置される
加⼊者伝送路に向けたNTTグループ内の最終位置にある装置。

ポータブルHDエンコーダ
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TBS 技術局 技術管理センター
技術推進担当 林・鈴⽊
TEL : ０３－５５７１－３７１１
FAX : ０３－５５７１－２０６８
e-mail: byth@kr.tbs.co.jp
 
NTTサイバーコミュニケーション総合研究所
情報戦略担当 川嶋・坂本
TEL : ０４６８－５９－２０３２
FAX : ０４６８－５５－１１０４
e-mail: ckoho@tamail.rdc.ntt.co.jp
 



ＮＴＴ東⽇本 法⼈営業本部
マルチメディア推進部 今泉、⼤嶋
TEL : ０３－５２００－６９９１
FAX : ０３－３２７９－７９６１
e-mail: v-net@mm.bch.east.ntt.co.jp
 
NTT Com
ソリューション事業部 第⼆営業部
メディアビジネスチーム ⾒付
TEL : ０３－３５３９－５３２０
FAX : ０３－３５３９－３７１７
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